
 

                

キッチン全面改修/大野町 E様邸 

                        

築２５年。建坪４５坪の和風木造モルタル２階建ての 

お住まいで、以前、和室の畳替え、襖・障子の貼替えや洗面所・浴室改修等でお世話になりまし

た。そして、このたびは、床・壁・天井を含むキッチン全体のリフォームを検討されておりまし

たので、細部にわたってご希望をお聞きし改修工事のご依頼をいただきました。 

そこで、まず、古くなった流し台、調理台、コンロ台、吊戸棚や換気扇等のすべてを撤去いたし 

ました。さらに、既存の床の各所に緩みやキシミが見られましたので、床下から根太を追加・補 

強して、新しいフローリング材を重ね張りしました。また、天井・壁はクロスを貼り替え、天井 

照明器具も取り替えて、キッチン全体が清潔で明るくなりました。 

そして、システムキッチンはサンウエーブ製の、間口２．６ｍ、人工大理石カウンタートップ・ 

食器洗浄乾燥機付を設置し、さらに、システムキッチン廻りの出窓や側面壁には油汚れにも拭き 

取り易い、不燃性パネルを貼りました。今回の工事は着工から完工まで約１週間 

を要しましたが、当初の予定よりも短期間にて終了させて頂くことができました。 

 

 

 

■ひとり言■  昨年３月１１日に発生した東日本大震災では、多くの方々の尊い命と住み慣

れたお住まいを瞬時に失なわれ、早や一年が過ぎました。思えば、この国は戦後、経済的な豊

かさを求めて世界有数の大国に成長しましたが、今や、物質的豊かさの次に目指す目標を見失

い、将来への大きな不安を抱えております。そして、この国は、物質的・経済的豊かさの次に

何を目指し、どんな社会を目指すべきか。こうした問題を、国や地域、それぞれの立場で考え

ていく契機となったのが、３・１１の大震災でもありました。いま変わることができなければ、

これからの日本はどうなるのか。そんな危機感を感じている今日この頃です。また、人口減少・

高齢化が進むなかで、国の力・財政が衰退していけば、介護や医療等、国が地域を支えること

も困難となり、国のサービスの限界を、地域社会で補わなければならない時代が目前に迫って

います。こうした新しい社会のあり方、新しい生き方を考える時、住まいや街も変わっていく。

変えていく必要があります。どう変えていくのか。それは、「物の豊かさ」から、 

「心の豊かさ」にあるように思われ、自らが日々生活する地域コミュニティのなかで共 

に「助け合って生きる」ことを求められる時代を迎えたのではないかと感じられます。 
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ここにタイトルを 

入れて下さい 

昔も今も日本人はお風呂が大好きです。古くなった浴室を一新して明るく快適な浴室にリフォーム

すれば、家族全員もより快適な日々を過せることになります。日常的に大量の水を使う浴室は、住

まいのなかでも老朽化が一番進む部分でもあります。 

築１５～２０年も経過しますと、壁や天井にカビが見られたり、タイルのヒビ割れ、水漏れ等が目

立つようになれば、そろそろリフォームを考える時期でもあります。タイミングを逃がさないで浴

室をリフォームすれば、快適なだけでなく、住まいの寿命を延ばすことにもなります。 

浴室の全面改修には、在来工法による浴室造りとユニットバス設置の２通りの方法がありますが、 

家族構成や浴室スペース等にもよりそれぞれ一長一短がありますので、ご家族でよく相談、検討の

必要があります。 

在来工法による浴室造りの場合も、ユニットバス設置の場合も、既存の浴室を解体したら、その下

にある土台や柱の部分がどのような状態であるか、全体に腐食しているか？部分的に腐食している

か？等をよく確かめる必要があります。古くなった浴室をリフォームする場合は、この点が最も大

切な部分です。 

微妙な部分の的確な判断には経験豊かな専門家のチェックと確かな技術が必須です。 

もし、水漏れや湿気の対策がなされないままリフォームしても、後々土台や柱が腐 

るなどの問題が発生することにもなります。 

 

■暮らしのたより■    住まいのなかで最も老朽化の進みやすい浴室 




